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最初にお読みください

＜安全上のご注意＞
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死亡や重傷を負うおそれがある内容です。

傷害を負ったり、物的損害が発生するおそれがある内容です。

製品のご使用前に「安全上のご注意」をよくお読みいただき、製品を安全に正しくお使い
ください。誤った使い方に起因する危害や損害を防止するための重要な事項について記載
しています。

●誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を次のように分けて説明しています。

安全アース端子付製品は、アース線に接続することを示しています。

電源プラグをコンセントから抜くことを示しています。

指を挟まないよう注意を示しています。

回転物注意を示しています。

機器の転倒注意を示しています。

爆発注意を示しています。

発火注意を示しています。

高温になる部分、接触注意を示しています。

分解・改造禁止を示しています。

火気禁止を示しています。

濡れた手での接触禁止を示しています。

機器の水濡れ禁止を示しています。

感電注意を示しています。

接触禁止を示しています。

●本書や本体に使われている図記号の意味は、次の通りです。

「注意すること」を示しています。

「してはいけないこと」を示しています。

「必ず行うこと」を示しています。※

※　本書では、おもな使用場面ごとに分類しています。

※

※
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製品本体に異常が発生したときは、ただちに使用を中止して、主電源を切り、
電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、販売店、または修理窓
口へ連絡してください。

本製品の電源電圧は、ＡＣ １００Ｖです。　　　　　　　　　

設置の際は必ず定格電源電圧、周波数、容量に合った単独のコンセントを使用
してください。分岐ソケットやテーブルタップは使用しないでください。

火災・感電の原因になります。

感電防止のため、必ずアース線を接地してください（アース端子付きコンセン
トを使用してください）。

有機溶剤などの引火性物質を入れないでください。また、これらの物質を本製
品付近に放置しないでください。

運転中は庫内が高温になり、引火性物質が庫内で気化して、引火・爆発するお
それがあり危険です。

密閉された容器等を加熱すると、爆発するおそれがあり危険です。

例えば、おもな爆発性の物質としては、硝酸エステル、ニトロ化合物等、
引火性の物質としては、過酸化塩類、無機過酸化物、硝酸塩類、有機溶
剤等があります。

庫内底板 (底面 )に試料を直接置かないでください。

試料は必ず、庫内に取り付けた棚板 (付属品 )の上に載せてください。

温度制御が乱れて庫内温度が異常に高くなり、発煙・発火による火災の発生
や試料が熱損するおそれがあります。

安全メガネや保護手袋など、適切な保護具を着用してください。

（ＰＩＣ－１０１のみ）
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本来の用途以外に使用しないでください。本製品は研究用途向けの商品です。
絶対に調理や衣類の乾燥等、医療行為には使用しないでください。

思わぬ事故の原因になります。

本製品はヒーターを使用しています。扉開放時にはヒーターや内槽には絶対に
手を触れないでください。

運転中や運転直後、試料容器を取り出すときは火傷、ケガを負わないよう十分
ご注意ください。

火傷のおそれがあります。

火傷を負わないようご注意ください。

爆発性・引火性のあるガス雰囲気中で本製品を使用しないでください。

スイッチの入り切りのときに火花が発生して、爆発・火災の原因になります。

本製品は、防爆仕様ではありません。

濡れた手で、電源プラグに触れたり、スイッチ操作を行わないでください。

感電の原因になります。

本製品の改造や分解をしないでください。

火災・感電の原因になります。

改造・分解が行われた場合は、保証の対象外となり、弊社は一切の責任
を負いかねます。

運転中や運転直後は排気口や観察窓に手を触れないでください。設定温度に
よっては高温になることがあります。

本製品はマイクロコンピューターを使用しています。電気的なノイズの多い
場所では温度調節器が暴走して制御不能となり、大きな事故や故障の原因に
なります。

本製品のお手入れの際、周囲に付着した薬品、蒸気や粉じんを吸い込まない
でください。

健康を害するおそれがあります。
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製品の設置（開梱）や移設時にケガをしないようご注意ください。

設置の際は、電源コードや電源プラグにほこりや水分が付着しないことを確認
してください。また、電源プラグは、奥までしっかり差し込んでグラつかない
ことを確認してください。

火災・感電の原因になります。

専門知識を有する人の指示のもとに本製品をご使用ください。

無人運転は、未然の事故防止のためにできるだけ避けてください。定期的に
試料の状態を確認するなど、細心の注意を払ってください。

重量　（ＰＩＣ－１０１）約９.２ｋｇ、（ＰＩＣ－１０１Ｓ）約１１ｋｇ

落雷のおそれがあるときは、すぐに主電源を切り、電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。

感電の原因になったり、落雷による過電圧等で装置が故障するおそれがあります。

電源コードを傷つけないでください。

　・加工する　・無理に曲げる　・引っ張る　・束ねる　・ねじる

　・重いものを載せる　・本機の高温部や熱器具に近づける　・挟み込む

電源コードが破損して、火災・感電の原因になります。

発煙・発火による火災の原因になります。棚板に試料を置く場合は、スペース
を空け、分散させて対流が妨げられないようにしてください。

庫内に多量の試料を入れないでください。

樹脂等可燃物を乾燥させた場合、設定温度によっては溶解して、発火するお
それがあります。

可燃性物質は入れないでください。

溶けたり、燃えたりするおそれがあります。

庫内にプラスチックや木などを入れないでください。
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小さいお子様が触れたり、使用したりしないようにご注意ください。

お手入れの際は、主電源を切って、電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。また、使用直後は高温になる部分があります。清掃、お手入れは、温度が
常温に戻った後に行ってください。

振盪運転中、振盪台の間で手や指を挟まないようご注意ください。また、試料
を取り出す際には、運転を停止させてから行ってください。

火災・感電・火傷の原因になります。

電源プラグの刃、および刃の取り付け面にホコリが付着していないか定期的に
確認して、ガタのないように刃の根元まで確実に差し込んでください。

ホコリが付着したり、接続が不完全な場合は、感電や火災の原因になります。

実験終了後は主電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。

（ＰＩＣ－１０１Ｓのみ）

扉を開けた状態では絶対に運転しないでください。温度調節機能が働かなく
なり、火災の原因になります。

運転中、本体に毛布・布・紙等をかぶせないでください。
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＜設置組立時のお願い＞

ホコリが少なく、風通しの良い場所に設置してください。また、使用時は室内の換気を
定期的に実施してください。

製品の開口部は塞がないでください。

水平な場所に設置してください。

実験室などの室内温度が１５～３０℃の室内へ設置してください。

設置するときは、次のような場所をさけてください。

・結露するところ   　・直射日光があたるところ　   ・水滴がかかるところ

・６０℃以上の高温物体（乾燥機等）の熱が直接あたるところ　　　・火気の近く

・衝撃や振動の多いところ　　・腐食性ガスが発生するところ　　　

・湿気の多いところ　　 　　　・屋外 

製品の性能を維持するため、製品の左右、背面は約３０ｃｍ、天井からは約６０ｃｍ
以上のスペースを確保してください。
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腐食性の試料を扱うときは、ご注意ください。

＜使用上のお願い＞

製品を他装置へ組み込まないでください。

製品を屋外で使用しないでください。

濡れた試料はそのまま庫内に入れないでください。水気をしっかりと切ってから庫内に
入れてください。

庫内主要部にはアルミニウムを使用しています。アルミニウムは、強酸・強アルカリ性
物質に侵されるおそれがあります。また、パッキン、およびマットはオイル、有機溶剤
に侵されることがありますのでご注意ください。

本製品はヒーターを使用しています。扉を開けた状態でもヒーターは加熱状態にあるた
め、長時間の扉の開放や頻繁な開閉はできるだけ避けてください。閉めたあとにヒーター
の余熱によるオーバーシュートの原因になります。このようなオーバーシュートを防ぐ
ためには、扉開放時に主電源で運転を停止して、ヒーターを切ると効果があります。

運転終了後は、製品に付着した試料や薬品を必ず拭き取ってください。

製品の上に物を載せたり、水を入れた容器などを置かないでください。

製品を落下させたり、倒したり、強い衝撃を加えたりしないでください。

扉の開閉は丁寧に扱ってください。

他の製品へ組み込んだり、本製品へ別の製品を組み込んだりした場合、安全性や性
能、セット機器破損等の保証はできません。

本製品は、室内使用を前提に作られています。屋外や水のかかる場所では使用しな
いでください。

本製品の可動部分へ市販の潤滑スプレー等を使って、　　　　　　　
定期的に注油してください。

また、ボルトやねじによるガタツキが認められた場合は、締め直し
てください。ゆるんだままで使うと破損や転倒の原因になります。



＜各部の名称とはたらき＞

■外観・有効内寸法

ご使用の前に

＜製品概要＞

（ＰＩＣ－１０１）

内槽には、熱伝導率が高く温度分布に優れているアルミニウムを採用しています。３種類のタイ
マー機能を標準装備しています。大きな観察窓で庫内の状態を確認することができます。　　　
（ＰＩＣ－１０１Ｓ）は振盪機能付きです。

操作パネル部

主電源

操作方法は「■操作パネル部」
(１０ページ)参照

（ＰＩＣ－１０１Ｓ） 操作パネル部
操作方法は「■操作パネル部」
(１０ページ)参照

振盪速度調整ダイアル
操作方法は「■振盪速度(回転数)調
整ダイアル」(１１ページ)参照

主電源

棚板

扉(観察窓付き)

扉(観察窓付き)

有効内寸法(mm)

有効内寸法(mm)
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開梱後、付属品が破損や変形なくそろっていることを確認してください (ＰＩＣ－１０１Ｓは
付属品がありません )。

●棚板ｘ２枚 ●棚板受け ( 左右 )ｘ２組

付属品確認のお願い（ＰＩＣ－１０１のみ）
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名　　　称 本文表記

測定値表示部
（ＰＶ）

ＮＯ． 機　　　　能

１．
現在の庫内温度を表示します。
タイマー設定時は機能・モードを表示します。

出力１ランプ

ＭＯＤＥキー

３． ヒーター通電時に点灯します。出力２ランプ：本機では作動しません。

設定値表示部
（ＳＶ）

２．
設定温度／設定時間を表示します。
タイマー設定／運転時は設定値／残時間を表示します。
時間を表示しているとき、「1.02」は１時間０２分を表します。

アラームランプ４． 本機では作動しません。

ＤＯＷＮキー 設定値表示部の数値を減らすときに使用します。

待機状態ランプ５． タイマーカウント中は点滅して、カウント終了後は点灯します。

ＵＰキー 設定値表示部の数値を増やすときに使用します。

７．

８．

９．

６． 設定値の決定、および各画面の切替を行います。

ＦＵＮＣキー タイマー運転のスタート／ストップをするときに使用します。

■操作パネル部

９．ＦＵＮＣキー

出力１       
出力２       

アラーム       

待機状態       

１．測定値(ＰＶ)表示部

２．設定値(ＳＶ)表示部

６．ＭＯＤＥキー

３．出力１ランプ

５．待機状態ランプ

４．アラームランプ

７．ＤＯＷＮキー ８．ＵＰキー

測定温度 (℃)

設定温度 (℃)

ＦUＮＣMODE

↑ 温度表示時

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

↑タイマー残時間
表示時



■振盪速度 (回転数 )調整ダイアル（ＰＩＣ－１０１Ｓのみ）
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振盪機能を使用するときは電源を入れた後、「振盪速度調整ダイアル」を少しずつ右に回して、振
盪速度を調節します。　

●回転数を大きくしすぎると、試料が振盪台から滑り、

容器が破損するおそれがあります。

●回転数は試料の形状・特性に合わせて調節してください。
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＜使用方法＞

使いかた

●本製品の使い始めは煙やニオイが発生することがあります。これは断熱材のバインダーが加熱され
たために発生するもので、製品の異常ではありません。煙・ニオイが発生したときは室内の換気を
十分行ってください。

本製品について (特記事項 )

●開梱時に内槽が変色している状態になっていることがあります。これは出荷前の性能検査に
よって変色したもので、製品の異常ではありません。

前述の「安全上のご注意」、「設置組立時のお願い」をよくお読みになり、それらの条件を満た
すところに設置してください。

・天面 (天井 )の通気口が塞がれないこと

・室内の換気が十分できること

・外気温が設定値よりも十分に低いこと (目安はマイナス１０℃程度 )

●（ＰＩＣ－１０１のみ）付属のステンレス製棚板は新品です。初回運転時に設定温度によっては熱
で変色することがありますが、高温により表面が酸化したものであり、異常ではありません。

●（ＰＩＣ－１０１のみ）
　次の条件がすべて満たされれば、同型製品を２機まで積み重ねて使用できます（ＰＩＣ－１０１
Ｓは不可）。

●（ＰＩＣ－１０１Ｓのみ）
　振盪台の下へ液体をこぼした場合は、必ず電源を切り、　
　振盪台を停止させてから、拭き取ってください。　

振盪動作中に手を入れると大変危険です。

　拭き取り後は十分に乾燥させてから動作させてください。

①「主電源」が「ＯＦＦ」位置になっていることを確認して、電源プラグを三芯
接地付きコンセントに接続します。

②「振盪速度 (回転数 )調整ダイアル」が最小位置 (左回りいっぱい )になって
いることを確認して、「主電源」を「ＯＮ」にします。

操作の際は、前述の「各部の名称とはたらき」と合わせてお読みください。

③後述の＜ヒーター機能＞を参照して、温度設定を行ってください。

「◆ノーマル運転（１３ページ参照）」、「◆タイマー運転（１４ページ参照）」

「■振盪速度 (回転数 )調整ダイアル（１１ページ参照）」

④振盪機能を使用するときは「振盪速度調整ダイアル」を少しずつ回して、振盪速度を
調整してください。

⑤実験終了後は「振盪速度調整ダイアル」位置を最小位置 (左回りいっぱい )にした後、
「主電源」を　「ＯＦＦ」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。

振盪台は手前と奥のレール

に乗って動きます(取り外

しできません)。レールか

ら脱輪させると、手を入れ

てお手入れが可能です。

【側面図】
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ノーマル運転、タイマー運転が選択できます。目的に応じて選択してください。

＜ヒーター機能＞

目的の設定温度に合わせて加熱を行います。
ＰＩＤ制御により安定した温度調節が可能です。

操作の際は、前述の「各部の名称とはたらき」と合わせてお読みください。

設定温度まで昇温し、そのまま保持します

(説明 )

◆ノーマル運転 温度（℃）

時間（ｔ）

設定温度（ＳＶ）

「主電源」を「ＯＮ」にすると、温度制御部に初期画面を表示
後「ノーマル運転モード」になります。表示された設定温度
で変更がなければ、そのままにしておくと、その設定温度で
温度制御を開始します。

異なる温度で温度制御する場合は「ＵＰ／ＤＯＷＮキー（▲／
▼）」を押して、設定温度（ＳＶ）を変更します。

設定温度に達すると「出力１ランプ」は、消灯・点灯を繰り返
します。



次頁へ続く
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◆タイマー運転

●タイマー運転の種類

誤操作、設定ミスを避けるために試料を入れない状態で、低い温度、短い時間
での試運転を行ってください。その際、温調が設定通りにスタート・ストップ

することを必ず確認してください。

※（ＰＩＣ－１０１Ｓのみ）タイマー機能は振盪機能とは独立した機能です。タイマー運転が終了
しても振盪は連動して停止しません。

本製品で選択可能なタイマー運転の種類を下表に示します。(表の t部分を設定できます )。
実験目的に合わせて選択してください。

タイマー運転の説明 温調の様子 ( グラフ )

ＯＦＦタイマー

終了までの時間を設定

（設定例）

運転開始から t時間後に温調を終了、
そのまま自然冷却

（ｔ）

時間

設定温度（ＳＶ）

温度（℃）

ＯＮタイマー

温調を開始するまでの時間を設定

（設定例）

運転開始から t時間後にヒーター「ＯＮ」

（設定例）

運転開始から設定温度まで温度上昇した
ときにタイマースタート、t時間後に温調
終了

ＳＶスタート

（ｔ）

時間

設定温度（ＳＶ）

温度（℃）

時間

（ｔ）

設定温度（ＳＶ）

温度（℃）

選択時表示

( タイマー機能 No.2)

( タイマー機能 No.5)

選択時表示

( タイマー機能 No.7)

選択時表示設定温度到達時にタイマーカウントを
開始、タイマー終了後、温調を終了
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使用するタイマーの種類を選択後、次の手順に従って操作を行ってください。

●タイマー運転の方法

前頁より

ヒーター通電中に点灯
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お手入れと修理点検

＜お手入れ・メンテナンス＞

お手入れの際は、主電源を切って、電源プラグをコンセント
から抜いてください。また、使用直後は、高温になる部分が
あります。清掃、お手入れは、温度が常温に戻った後に行っ
てください。

火災・感電・火傷の原因になります。

有機溶剤、またはアルコール、洗剤は製品自体を劣化させるため使用しないでください。

金属ブラシ、クレンザー (磨き粉 )など製品に傷をつけるものは使用しないでください。

●汚れが落ちにくい部分は、布に少量の中性洗剤を含ませ取り除いてください。除去後は必ず、

乾いた布で本体に付着した中性洗剤をきれいに拭き取ってください。ただし、観察窓の材質は

アクリル製のため、中性洗剤でのお手入れはお控えください (劣化を早めるおそれがあります )。

●製品に付着した汚れは、柔らかい布などを水、お湯で湿らせて汚れを拭き取ってください。拭き

取り後は、製品をよく乾燥させてください。

　製品の性能を維持するため、定期的に清掃と点検を行ってください。

●外装や内部に直接水をかけたり、異物を入れたりしないよう注意してください。

保証期間経過後の修理については、販売店、または修理窓口へ連絡してください。修理によって機能が
維持できる場合は、お客様の要望により有償修理します。その他詳細は、保証書をご覧ください。

＜修理点検＞

修理作業者の健康を守るため、本製品や部品を修理依頼される際、下記①、②
項に該当する場合は、必ず適切な除染を行っていただき、安全に作業できる
状態で修理をご依頼いただきますようお願いします。

適切な除染処置がされない場合には、修理をお断りさせていただきますことを
あらかじめご了承ください。

① 本製品や部品の一部が感染性のある危険な物質や放射性物質にさらされたとき

② 本製品や部品の一部へ血液その他化学薬品が何らかの形でたまり、人体に危険
と判断されるとき

●ステンレス製の棚板や振盪台は錆びにくい性質ですが、酸・アルカリ等の薬品が長時間付着す

ると、錆が発生することがあります。これらの薬品が付着したときは、水を絞った布ですぐに

拭き取り、乾いた布で水分を除去してください。
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●停電が起きたとき

落雷などで停電したときは、過電圧等が内部の制御基板に印加されて、故障する場合があります。
停電復旧後、正常に動作しないときは、販売店、または修理窓口へ連絡してください。

＜トラブルの原因と対処＞

困ったとき

ご使用中、何らかのトラブルが発生した場合は、故障と判断する前に次の項目をチェックしてく
ださい。それでも復帰しないときは、販売店、または修理窓口へ連絡してください。

トラブル 原　　因 対処方法

設定温度で安定しない

タイマー運転ができない

電源が入らない

温度が上昇しない

庫内に試料を詰め込みすぎて
いる

温度センサーが温度を正確に
測定していない

電源コンセント (元電源 )ま
で電気がきていない

扉の開閉時間が長い、開閉頻
度が高い

誤ったタイマー設定をしている

試料は棚板の上にスペースを空け、分散さ
せて入れてください

一度電源を切って、タイマー設定をやり直
してください

温度過昇のため過昇防止装置
が作動しています

主電源をオフにして電源プラグを抜き、す
ぐに本製品、および周囲に異常がないかを
確認してください

過昇防止装置が作動すると復帰しません
作動したときは販売店、または修理窓口へ
連絡してください

温度センサーの周りは、スペースを空けて
正確な庫内温度が測定できるようにしてく
ださい

停電、ブレーカーなどを確認して、電源コ
ンセント (元電源 )まで電気がきているこ
とを確認してください

開閉時間はできるだけ短く、頻度も低くし
てください

周囲温度が設定値に近いか、
それより高い

周囲温度を下げるか、設定値を見直してく
ださい

設定した通りに動作しない
タイマーの時間、分、設定温度、タイマー
の種類を再度確認してください

ヒーターの故障 (断線 ) 販売店、または修理窓口へ連絡してください

ヒーターは、一定期間使用後に交換が必要な消耗部品です。ヒーターの断線等によって、まった

く温度が上昇しない場合は、販売店、または修理窓口へ連絡してください。
なお、交換周期は周囲温度、使用頻度など、諸条件によって異なります。

ヒーターの交換は、保証期間内であっても、保証対象外とさせていただきます。

●ヒーター部品について
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＜エラー表示と対処＞

エラーが発生したときは、操作パネル部にエラー番号（または記号）が表示されます。故障と判
断する前に次の項目をチェックしてください。それでも復帰しないときは、販売店、または修理
窓口へ連絡してください。

表　　示 エラー名 内　　　容 対　　　処

基板の修理が必要です
販売店、または修理窓口へ連絡し
てください

電源投入時に記憶素子から読み
込まれるデータが異常な場合に
表示され運転が停止します

基板の修理が必要です
販売店、または修理窓口へ連絡し
てください

温度入力回路に異常が発生した場
合に表示され運転が停止します

表示範囲内に戻ると自動復帰します
温度入力が表示範囲上限を越え
たり、センサー断線の場合に表
示され運転が停止します

表示範囲内に戻ると自動復帰します
温度入力が表示範囲下限を下回っ
たり、Ｐｔセンサーが短絡した場
合に表示され運転が停止します

一度電源を切り、 再度電源を投入
してください

工場出荷時の初期設定値の中で、
変更できない項目を変更しよう
としたときに表示されます

メモリーエラー

Ａ／Ｄ回路エラー

温度入力オーバー

温度入力アンダー

パラメーターロック
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＜廃棄方法＞

＜製品仕様＞

製品仕様と保証について

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」や各地域の市町村が定める方法に従って廃棄してください。

品　　　番

型　　　番

製 品 名

温度調節方式

温度分布精度 ±2℃　at 37℃

Ｐ.Ｉ.Ｄ.制御、SSR 出力

温度センサー 白金測温抵抗体 Pt 100Ω

ヒーター 80W

タイマー機能

外寸法（mm）

「■外観・有効内寸法 (9 ページ )」を参照願います

幅 491ｘ奥行 296ｘ高さ 291

262mmｘ200mm

有効内寸法 ( 庫内寸法 )

約 13L庫内容量

1-6035-11

PIC-101

パーソナルインキュベーター

1-6142-11

PIC-101S

小型振盪恒温器

ON タイマー、OFF タイマー、SV スタート

タイマー設定範囲 1 分～ 99 時間 59 分 (1 分単位 )

製品の仕様は、改良・改善のために予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承願います。

対流方式 自然対流方式

温度設定範囲 室温 +5 ～ 60℃ 室温 +7 ～ 60℃

振盪方式 ー 往復 ( 振幅：30mm)

耐荷重 棚板：約 5kg( 均等荷重 ) 約 3kg※１

振盪台寸法 ー

振盪速度 ー 50Hz：12 ～ 180rpm
60Hz：12 ～ 220rpm

※１　試料の形状によっては振盪できない場合があります。

安全装置 温度過昇防止装置、過電流ブレーカー、センサー断線警報

本体材質

内槽材質

スチール焼付塗装、アクリル樹脂 ( 観察窓 )

断熱材種類 グラスウール

内槽：アルミニウム、
棚板：SUS304

内槽：アルミニウム、
振盪台：SUS304

滑り止めマット：EPT ゴム

重　　量 約 9.2kg 約 11kg

消費電力 80W 100W

電　　源 AC 100V  50/60Hz  

電源コード長 約 1.5m　3P・アースピン付き

付属品 「各部の名称とはたらき (10 ページ )」を参照願います



＜製品保証＞
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品         名

住         所

お  客  様

ご  住  所

型         式

機         番

保 証 期 間

お買い上げ日

取り扱い店名

パーソナルインキュベーター、
小型振盪恒温器

お買い上げ日より 1年間

様

担当者印

TEL:

TEL:

年　　　月　　　日

PIC-101、
PIC-101S

Made in Japan
2023 年 11 月 第 2版

製品に関する最新の情報を弊社ホーム
ページでご案内しています｡     

 次の代表型番のＱＲコードからアクセス
してください。

（PIC-101）

ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。


